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研究成果の概要（和文）： 

本研究では，世界自然遺産知床を対象として，環境政策が自然環境の保全と観光利用とのバラ
ンスを取るために有効に機能しているのか，経済学的な視点から分析を行った。2011 年から知
床五湖で運用が開始された利用調整地区制度が利用動態に及ぼした影響を分析するため，導入
前後の利用動向を比較した。これを実験経済学におけるフィールド実験（自然実験）と位置付
けることで，利用動態の変化から本制度の経済学的な評価を行った。 
 
研究成果の概要（英文）： 

The purpose of this research is to provide an economic analysis of the 
environmental policy for the Shiretoko world heritage site from the point of view of the 
balance between the nature conservation and recreation use. Namely, we considered the 
recreation management zone system implemented at the Shiretoko five lakes area since 2011, 
and compared the recreation use before and after the implementation. A field experimental 
analysis (i.e. natural experiment) for the management system was applied. 
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１．研究開始当初の背景 
世界各国で自然資源の世界遺産登録を目指
す運動が活発化するなど，世界遺産への社会
的関心が高まっている。しかし，白神山地や
屋久島では，世界遺産に登録されたことによ

り訪問者が急増し，過剰利用による自然環境
への影響が懸念されている（図１）。このよ
うな観光利用による環境負荷が各地で深刻
化していることから，環境を配慮した旅行で
あるエコツーリズムを推進することを目的
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とした「エコツーリズム推進法」が 2007 年 6
月に成立した。 
 だが，現状ではエコツアーへの参加者は少
数に過ぎず，エコツーリズムの普及は困難な
状況にある。従来の環境破壊型の観光利用か
ら，いかにして環境保全型の観光利用に転換
していくべきなのか。世界遺産をめぐる観光
利用と資源管理のあり方が重要な課題とな
っている。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は，環境経済学の観点から世
界遺産の観光利用が環境に及ぼす影響を数
量的に評価する手法を開発し，現実の世界遺
産管理計画に対して適用することで，世界遺
産の観光利用の今後のあり方を示すことに
ある。 
 
３．研究の方法 

本研究では，世界自然遺産に指定されてい
る知床を対象として，導入される環境政策が
自然環境の保全と観光利用とのバランスを
取るために有効に機能しているのか，経済学
的な視点から分析を行った。具体的には，
2011 年から知床五湖で運用が開始された利
用調整地区制度を取り上げた。これは観光客
がヒグマに遭遇するリスクを回避するため
に，ヒグマ活動が活発な時期には認定ガイド
と同伴でなければ中に入ることができない
ように規制する制度である。 

本制度が利用動態にどのような影響を与
えるのか，導入前後の利用動向を比較した。
すなわち，知床で導入された利用調整地区制
度を実験経済学におけるフィールド実験（自
然実験）と位置付けることで，利用動態の変
化から制度の経済学的な評価を試みた。 

  
４．研究成果 

利用動態データは，現地における聞き取り
調査およびアンケート調査，WEB サイトを通
じたアンケート調査によって，制度導入前の
訪問者の利用動態，制度が導入されていたと
仮定した場合の訪問者の利用意向（表明選好
データ），制度導入後の訪問者の利用動態（顕
示選好データ），非訪問者（潜在的な利用者
として首都圏在住者を対象とした）の利用意
向をそれぞれ聴取した。これら複数のデータ
を用いて，制度導入が実際にどのような影響
をもたらしたのかを明らかにするとともに，
表明選好データと顕示選好データ，訪問者デ
ータと非訪問者データなどを比較し，政策評
価の精度に関する手法的課題の解明も試み
た 。 得 ら れ た 利 用 動 態 の デ ー タ は ，
Kuhn-Tucker (KT) Model および Multiple 
Discrete-Continuous Extreme Value (MDCEV) 
Model を参考とした新しいモデルの適用を目
指し，解析手法の開発も行った。 

現時点での中間的な分析結果によると，利
用者は利用調整地区を高く評価しているこ
とが分かった。また，利用調整地区制度を利
用しない訪問者のために高架木道が設置さ
れたが，高架木道への誘導が適切に行われて
おり，他のレクリエーションサイトへの大き
な影響は見られないことが示された。制度導
入に伴う金銭的な負担の増加，拘束時間の増
加に伴う機会費用の発生はあるものの，原生
的な雰囲気を確実に味わえることに対する
利用者の評価は高く，自然環境の保全と観光
利用とのバランスを取るための制度として，
利用調整地区制度は有効に機能しているこ
とが結論付けられるといえるだろう。 
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